
航 空 プ ロ グ ラ ム ニ ュ ー ス

［特集］

D-SENDプロジェクト

空中ソニックブーム計測
システムを構築する
［研究現場から］
その1
ジェット燃料の霧を光で診断
その2
消防飛行艇による空中消火技術の研究



空中ソニックブーム計測
システムを構築する

吉田憲司　
D-SENDプロジェクトチーム　
プロジェクトマネージャ

設計効果検証に不可欠な空中計測

――＃1はどのように進められるのでしょうか？
吉田



D-SEND＃1

地上で観測されるソニックブーム波形
（コンピュータシミュレーションによる予測）

――なぜ、空中で計測できることが大事なのでしょ
うか？
吉田

地上500mで変わる空気のふるまい

――しかし人間がソニックブームを聞くのは地上です。
吉田

＃1供試体の概要
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私たちの技術を世界標準に

――計測には独自の技術やノウハウが必要なのですね。
吉田

D-SEND＃2

�
� ��

� ��
� ��

� ��

��������	 �����	�	�� �

��� ��

�����

��
�

��



――＃2実施はいつごろを予定していますか？
吉田

――＃1実施に向けて、現在の心境をお聞かせ下さい。
吉田

地上で観測されるソニックブーム波形
（コンピュータシミュレーションによる予測）

ソニックブーム計測システムの概要

＃2供試体の概要



ジェット燃料の霧を光で診断
―排気のきれいなエンジン開発のために―

ジェットエンジンの排気をきれいにするには？

燃料ノズルからの燃料噴霧の性状を光で診断

図1　燃焼状態でレーザに照らされたジェット燃料の霧

炎（よく混ざって燃えると青っぽい色）

レーザのシートで
霧を照らす

燃料の霧の
液滴

空気

空気
燃料ノズル

燃料



ジェットエンジン燃料ノズルの噴霧計測担当メンバー
（＊は技術研修生）

（前列左より）黒澤、松浦、山田、鈴木＊

（後列左より）吉浦＊、後藤＊、藤田＊、吉田＊、石川＊

図3　干渉画像法による燃焼状態での噴霧計測例

図2　干渉画像法による液滴画像

図4　干渉画像法による3方向速度成分計測

空気の流れが
遅い場合

液滴
多い（赤）

20［m/s］

30m/s

15-25［μm］ 25-35［μm］ 35-45［μm］少ない（青）

空気流が速いと小さい液滴が多くなり、多い位置（図の白い
ところ）も下流に移動、液滴のある領域の角度が立ってくる

 ・小液滴は気流の流れに沿ってカーブしながら飛ぶ
 ・大液滴は気流のカーブ通りに曲がれず直線気味に飛ぶ

小さめの液滴（15-25μm）の分布と速度場

空気の流れが
速い場合

粒径でクラス分けした
各グループの液滴分布と速度



消防飛行艇による
空中消火技術の研究
―パイロットによる飛行シミュレーション試験―

危険な空中消火任務を安全に

飛行シミュレーションによるパイロット評価

図 1　消防飛行艇のイメージ図　



視覚情報支援技術の消防飛行艇への適用は世界初

消防飛行艇の飛行シミュレーション試験メンバー
（左より）村岡浩治、舩引浩平、山本亮二
津田宏果、若色薫、高岡洋海、伊藤健

図 2　飛行シミュレータ試験のようす

図3　HMDに表示される情報の例



Interview「夢を飛ばす人々」Vol.18
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Interview
夢を飛ばす人々

Vol.18

高精度な飛行機のナビゲーション
システムを開発する

　 運航・安全技術チーム
菅沼嘉光

すがぬま・よしみつ
航法技術セクション
大学院では環境電磁工学を専攻
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超小型GPS／ INS複合航法装置「マイクロガイア」



『航 空 プ ロ グ ラ ム ニ ュ ー ス』

  静岡県立総合病院のトリアージ訓練でD-NETの有効性を実証

　東海地震等の大規模災害を想定したトリアージ訓練が2010年12月5日に静岡県立
総合病院で行われました。トリアージとは、多数の負傷者が発生した場合に、最適な
救急医療を行うための優先順位等を判断することです。負傷者の様態によっては、ヘ
リコプターでただちに他の病院に搬送して治療を行う必要があります。今回の訓練に
は、JAXAのヘリコプターが参加しました。
　JAXAが開発を進める「災害救援航空機情報共有ネットワーク（D-NET）」（本誌
No.14 2009 Autumn号参照）を使って、病院内でヘリコプターの運航状況をモニ
ターすることにより、搬送の準備を最適なタイミングで行えることが実証できました。
D-NETは、消防防災ヘリやドクターヘリでの実用化に向けた開発を進めています。今
回の訓練に参加することにより、現場でのニーズや課題を明確にすることができたの
で、今後の開発に反映していきます。 （運航・安全技術チーム）

  JAXAジェット飛行実験機　愛称は「飛
ひしょう

翔」に決定

　JAXAは、新しい実験用航空機の愛称を募集していましたが、その愛称が「飛
翔」に決定しました。2010年 9月 9日から11月 9日までの募集期間に、全国か
ら3928件ものご応募が寄せられました。ご応募いただいたみなさま、ありがとう
ございました。選定理由は、もっとも多
くの方から寄せられた愛称であることと、
提案理由に「大空をはばたく」「未来に
向かって」等のイメージがあげられてお
り、ジェット飛行実験機（ジェットFTB）
にふさわしい愛称と判断しました。
　飛翔は2011年度中に運用を開始し、
今後の航空科学技術と航空産業界の発
展のために活用していきます。

トリアージ訓練の様子 JAXAのヘリコプターで負傷者の
搬送訓練を行う様子

病院内に設置されたD-NET運航
管理システム

飛翔


